
予算要求資料
平成30年度当初予算　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：企画調査費　　　
	事業名　博物館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

環境生活部　博物館　総務部　管理調整係　電話番号：0575-28-3111（内250 ）

E-mail：c21804@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　        65,337千円（前年度予算額：　18,228千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	18,228
	0
	0
	1,628
	0
	0
	0
	0
	16,600

	要求額
	65,337
	0
	0
	 3,268
	0
	0
	0
	0
	62,069

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　岐阜県のかけがえのない郷土の文化財や豊かな自然を守ることを目的に、総合博物館として、特別展、常設展、マイミュージアムギャラリーにより広く博物館資料を県民に紹介します。

（２）事業内容

（ア）特別展開催費（３回　※人文分野２回・自然分野１回）
平成３０年度の岐阜県博物館の特別展は、次のとおりです。
　　　・特別企画展「兼定　刀都・関の名工」

「博物館機能の全県展開」を本格的に実施するキックオフの年として、従来の特別展に加え開催します。

　　　・特別展「理科室からふるさとの自然を見つめて～知れば知るほど面白い標本の世界～」
　　　・特別展「信長・秀吉・家康と美濃池田家～大御乳・池田恒興・輝正の戦い～」
（イ）全県展開事業

博物館機能の全県展開として、次の展示事業等を実施します。
　　　・図書館連携企画

「歌川国芳　木曽街道六十九次」

「芝居大国！岐阜」
・移動展（高山市）

「飛騨の恐竜～小田隆が描く古生物の姿～」
・民間施設連携（モレラ岐阜等における連携事業の実施）
・岐阜大学連携企画
「郷土の偉人　三好学の功績」

（ウ）明治１５０年関連企画展示（２回）

明治１５０年記念として実施するミニ企画展は、次の２つです。
　　　・「明治に発想！天然記念物の祖　三好学」
・「岐阜県誕生」
（エ）常設展示費

　 　・常設展示資料の借用、展示品の管理保全、展示に関する研究者への協力依頼、調査収集、資料評価委員会の開催

　 　・視覚的にわかりやすい展示や体験できる展示資料の製作に努めます。
　 　・企画展「岐阜の哺乳類時代」（仮）開催、平成３１年度企画展開催準備

　 　・博物館学芸講座の開催

　 　・手取層群及び百年公園周辺調査

（オ）マイミュージアムギャラリー展示運営事業費

　 　・県民が長年にわたって収集・所蔵するコレクションや資料などを、生涯学習の成果発表の場として広く公開・展示します。

（カ）特別展準備費

　　・平成３１年度に実施する特別展の調査・研究をします。

（キ）資料収集購入等展示関連事業の実施
（３）県負担・補助率の考え方

　　　県単独事業として実施

（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	4,892
	資料借用謝金、講師謝金、

	旅費
	4,890
	資料調査、借用搬入・搬出、講師費用弁償

	需用費
	9,630
	展示用消耗品、講師会議費、ポスター・チラシ等印刷製本

	役務費
	2,151
	ポスター・チラシ等発送、輸送保険料

	委託料
	33,636
	美術品等輸送・展示委託

	使用料
	　　638
	資料借用、画像使用料

	備品購入費
	9,500
	展示用備品

	その他
	
	

	合計
	65,337
	


（１）
特別展開催費　　　　　　　　　　　　　　　　32,792千円
（２）
常設展示・企画展開催費    　　　　　　　　　 7,698千円

（３）
マイミュージアムギャラリー展示運営事業費　　   783千円

（４）特別展準備費　　　　　　　　　　　　　　　　   500千円
（５）明治１５０年関連企画展示開催費　　　 　　　　  858千円
（６）収集資料購入費　　　　　　 　　　　　　　　　9,500千円
（７）刀剣（赤羽刀）修復研磨費　　 　　　　　　　　3,191千円
（８）全県展開事業開催費　　　　　　　　　　　　　10,015千円
	　決定額の考え方　





４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　・長期構想

　Ｖ－５ふるさとへの誇りと愛情を育てる

ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　　　　　・「ふるさと教育」を充実させ、ふるさとのよさを教え、伝える

　　　　　・ふるさとの文化・伝統・景観を守る
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　地域の自然、歴史、伝統、文化、景観などの「ふるさとの財産」を保全・保護するとともに、常設展、特別展及び教育普及活動を通して、文化芸術に親しむ機会を充実させ、県民参加型の創意工夫を凝らした文化施設運営を目指します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	博物館入館者数

	45,984
（H24）
	79,906
（H26）
	143,293
（H27）
	117,908
（H28）
	100,000 
（H30）
	117.90％



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）特別展の開催

　　１）「生きている大地」平成29年7月7日～平成29年9月3日

　　２）「壬申の乱の時代」平成29年9月15日～平成29年11月19日
（２）常設展の定期的な更新
（３）マイミュージアムギャラリー展示

　　郷土にゆかりのあるコレクションについて、年８回の展示会を開催

（４）特別展準備

次年度以降の特別展等の調査を実施


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

常設展示の部分改修と定期更新、年２回の特別展とマイミュージアムギャラリー展等を開催し、郷土の価値を県民に伝えることができた。さらには、次年度以降の企画展等の調査研究を円滑に行うことができた。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	特別展や常設展等で紹介することで、郷土の価値を保全・形成・継承することの重要性を県民の皆さんに理解していただく。このような事業は公的な機関でなければ難しく、事業の必要性は高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	平成２４年度以降、全体の入館者数は増加傾向にあることから、事業効果は得られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○
	郷土の貴重な資料の展示手法などを検討することにより資料価値をよりわかりやすく県民に伝えることができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
入館者数は天候等に左右されやすく、公共交通機関でのアクセスも恵まれているとは言い難い。これらのハードウエア上の課題はすぐには解決が難しい。入館者数増を目指し、特別展内容の検討や開催時期及びその広報戦術のさらなる検討に加え、体験的な展示や催し物の開発・改良など、考えられる方法について具体化を図る。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

県立の総合博物館として、郷土の素晴らしさを継承する使命を持っており、当館が担う役割は大きい。常設展の定期的な更新とともに、特別展開催にあたっては、県民のニーズを調査し、開催方法、多様な年齢層への対応、効果的な広報の在り方を見直す。


財政課で記載します。








